
年間授業計画

高等学校 令和５年度 公民科  公共
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

翔陽
公民科 公共 2

主体的に社会と関わり、意欲をもって学ぶ姿勢を養う。

公共 社会と向き合い、自らの人生を築くために必要な公民としての資質・能力を育成する

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『高等学校公共』第一学習社

公民科

【 知　識　及　び　技　能 】 政治、経済、公共に関わる知識、およびこれを駆使する技術を身に付ける。

より善い社会の形成を目指して、考え提案する能力を身に付ける。

扱っている内容、知識、情報について適切
に理解することができている。

知識を活用し、グループワークや討論、小
論文などでにおいて適切に表現することが
できている。

積極的かつ主体的に授業を受け、課題と向
き合うことができている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

人間としてのあり方生き方につい
ての探究
選択・判断の手がかりとなる倫理
的価値

【知識・技能】
　小テスト、および考査での達成度
【思考・判断・表現】
　小論文の達成度
【主体的に学習に取り組む態度】
　各学習活動に対する参加度

〇 〇 〇 6

配当
時数

１
学
期

公共的な空間と人間とのかかわり
社会に参画する自立した主体とし
て

【知識・技能】
　小テスト、および考査での達成度
【思考・判断・表現】
　小論文の達成度
【主体的に学習に取り組む態度】
　各学習活動に対する参加度

〇 〇 〇 6

公共的空間における基本的原理 【知識・技能】
　小テスト、および考査での達成度
【思考・判断・表現】
　小論文の達成度
【主体的に学習に取り組む態度】
　各学習活動に対する参加度

〇 〇 〇 6

定期考査

6

定期考査
1

自立とした主体となることに向け
て
よりよい公共的な空間づくりをめ
ざして

【知識・技能】
　小テスト、および考査での達成度
【思考・判断・表現】
　小論文の達成度
【主体的に学習に取り組む態度】
　各学習活動に対する参加度

〇 〇 〇

２
学
期

法や規範の意義と役割
契約と消費者の権利・責任
司法参加の意義

【知識・技能】
　小テスト、および考査での達成度
【思考・判断・表現】
　小論文の達成度
【主体的に学習に取り組む態度】
　各学習活動に対する参加度

〇 〇

49

〇 6

〇 6

政治参加と公正な世論の形成
雇用と労働問題
社会の変化と職業観

【知識・技能】
　小テスト、および考査での達成度
【思考・判断・表現】
　小論文の達成度
【主体的に学習に取り組む態度】
　各学習活動に対する参加度

〇 〇 〇 6

【知識・技能】
　小テスト、および考査での達成度
【思考・判断・表現】
　小論文の達成度
【主体的に学習に取り組む態度】
　各学習活動に対する参加度

〇 〇 〇

6

合計

３
学
期

市場経済の機能と限界
金融のはたらき
財政の役割と社会保障

【知識・技能】
　小テスト、および考査での達成度
【思考・判断・表現】
　小論文の達成度
【主体的に学習に取り組む態度】
　各学習活動に対する参加度

〇 〇



年間授業計画様式

翔陽高等学校令和5年度　公民科　政経演習　年間授業計画

教　科： 公　民 　　　　科　目：政治・経済　　　単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年　１組～６組）　　

使用教科書：「政治経済」(東京書籍)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：「最新図説　政経」（浜松書店）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

政治体制の比較について、その概要を理解し、様々な角度から考え、自らの意見を
まとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

４
月

現代の国際政治 民主政治の原理と民主政治のあゆみについて、歴史的な経過を知り、それにつ
いて様々な考え方を知り、自ら意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

民主政治の展開と課題について、歴史的経緯について学び、その現代的意義につい
て、様々な角度から考える。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

５
月

現代の国際政治 日本国憲法の基本的性格について、その制定過程や歴史的背景を含めて深く理
解し、憲法の現代的意味について、様々な角度から理解し、自分の意見をまと
める。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

中間考査

試験、「思考」「知識」

基本的人権の保障について、その現状と課題について、様々な角度から事例を交え
て学び、様々な課題について各自で考え、自分の意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

日本国憲法の平和主義について、その基本的な精神、政治的意味、戦後の日本の
歩みについて学び、様々な考え方を知り、自分の意見をまとめ、発表する。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

地方自治の仕組みと住民の生活について、その現状と課題について様々な考え方を
知り、自ら考え、意見をまとめて発表する。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

戦後政治と政党について、その経緯と現状について理解し、現状と課題について
様々な考え方を知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

６
月

現代の国際政治 国会と内閣について、その仕組みを理化し、現代的課題について様々な観点か
ら考え、伊豆からの考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

裁判所の仕組みと人権保障について、その現状と問題点･課題について様々な考え
方を知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

７
月

現代の国際政治 選挙制度の仕組みについて、その歴史を含めて学び、現状の課題と問題点につ
いて、様々な考え方があることを理解し、自らの考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

世論と現代政治の課題について、現状について多角的な角度から理解し、これから
の課題について様々な考え方があることを理解し、自分の考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月

日本経済の発展と産業構造の変化 人間と経済活動について、その意味を各自の生活に即して理解し、経済活動の
意味について様々な観点から考える。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

９
月

日本経済の発展と産業構造の変化 資本主義経済の発展と変容について、歴史的経緯を理解する。 ｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

期末考査

試験、「思考」「知識」 2

社会主義経済と現代の資本主義について理解し、その現状と課題について様々な考
え方を知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

政府の経済的役割について学び、その現状と今後の課題について様々な考え方を
知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

財政の仕組みと租税について理解し、財政現状と課題、税制のあるべき姿につい
て、様々な考え方を知り、自ら考え、自分の意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

経済成長と景気変動について理解し、様々な考えを知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

月

福祉社会と日本経済の課題 市場経済について、その仕組みを理解し、現代の市場の特長について、様々な
考え方を知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

金融の仕組、その仕組みを理解し、金融の原理と、グローバル化が進む現状の課題
について、様々な考えを知り、自ら考え、自分の意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

10



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

福祉社会と日本経済の課題 戦後日本経済の歩みについて、歴史的経緯を学び、日本経済の現状と課題につ
いて様々な考えを知り、各自の意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

国際社会と国際法について、多様な視点から学び、現代の課題について様々な考え
方を知り、自らの意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

貿易と国際収支について、その仕組みを理解し、現状と課題について、様々な考え方
を知り、自らの考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

国際経済における日本について、その現状と課題について、様々な視点から理解し、
それについて様々な考えを知り、自らの意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2
11



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

戦後の国際政治と日本について、歴史的経緯を学び、様々な考え方を知り、自らの
考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

月

国民経済と国際経済 国際社会の組織化と国連について多角的な視点から理解し、現代日本をめぐる
国際環境について、様々な考え方を知り、自らの意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

中間考査

試験,「思考」｢知識」 2

12



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

現代日本の諸課題 消費者問題と消費者保護について、国の制度、生活者の立場の双方から理解
し、様々な考え方について知り、自らの意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

労使関係と労働者保護について、国、労使双方の立場からその制度の現状と課題を
理解し、様々な考え方を知り、自らの意見をまとめて発表する。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月



年間授業計画様式例

翔陽高等学校　令和５年度　公民科　政治経済　年間授業計画

教　　　科： 公民　 科　　　目： 政治経済　　単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年１組～５組）　　

使用教科書：（ 『政治・経済』東京書籍 ）

使用教材  ：（『最新図説政経』浜島書店）

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

政治体制の比較について、その概要を理解し、様々な角度から考え、自らの意見を
まとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

４
月

民主政治の基本原理 民主政治の原理と民主政治のあゆみについて、歴史的な経過を知り、それにつ
いて様々な考え方を知り、自ら意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

民主政治の展開と課題について、歴史的経緯について学び、その現代的意義につい
て、様々な角度から考える。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

５
月

日本国憲法の基本原理 日本国憲法の基本的性格について、その制定過程や歴史的背景を含めて深く理
解し、憲法の現代的意味について、様々な角度から理解し、自分の意見をまと
める。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

中間考査

試験、「思考」「知識」

基本的人権の保障について、その現状と課題について、様々な角度から事例を交え
て学び、様々な課題について各自で考え、自分の意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

日本国憲法の平和主義について、その基本的な精神、政治的意味、戦後の日本の
歩みについて学び、様々な考え方を知り、自分の意見をまとめ、発表する。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

地方自治の仕組みと住民の生活について、その現状と課題について様々な考え方を
知り、自ら考え、意見をまとめて発表する。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

戦後政治と政党について、その経緯と現状について理解し、現状と課題について
様々な考え方を知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

６
月

日本国憲法の基本原理 国会と内閣について、その仕組みを理化し、現代的課題について様々な観点か
ら考え、伊豆からの考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

裁判所の仕組みと人権保障について、その現状と問題点･課題について様々な考え
方を知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

７
月

日本の政治機構 選挙制度の仕組みについて、その歴史を含めて学び、現状の課題と問題点につ
いて、様々な考え方があることを理解し、自らの考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

現代政治の特質と課題

世論と現代政治の課題について、現状について多角的な角度から理解し、これから
の課題について様々な考え方があることを理解し、自分の考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月

現代の資本主義経済 人間と経済活動について、その意味を各自の生活に即して理解し、経済活動の
意味について様々な観点から考える。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

９
月

現代の資本主義経済 資本主義経済の発展と変容について、歴史的経緯を理解する。 ｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

期末考査

試験、「思考」「知識」 2

社会主義経済と現代の資本主義について理解し、その現状と課題について様々な考
え方を知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

政府の経済的役割について学び、その現状と今後の課題について様々な考え方を
知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

財政の仕組みと租税について理解し、財政現状と課題、税制のあるべき姿につい
て、様々な考え方を知り、自ら考え、自分の意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

経済成長と景気変動について理解し、様々な考えを知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

月

現代経済のしくみ 市場経済について、その仕組みを理解し、現代の市場の特長について、様々な
考え方を知り、自ら考え、意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

金融の仕組、その仕組みを理解し、金融の原理と、グローバル化が進む現状の課題
について、様々な考えを知り、自ら考え、自分の意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

10



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

現代経済の仕組み 戦後日本経済の歩みについて、歴史的経緯を学び、日本経済の現状と課題につ
いて様々な考えを知り、各自の意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

国際社会と国際法について、多様な視点から学び、現代の課題について様々な考え
方を知り、自らの意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

貿易と国際収支について、その仕組みを理解し、現状と課題について、様々な考え方
を知り、自らの考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

国際経済における日本について、その現状と課題について、様々な視点から理解し、
それについて様々な考えを知り、自らの意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2
11



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

戦後の国際政治と日本について、歴史的経緯を学び、様々な考え方を知り、自らの
考えをまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

月

国際社会と日本 国際社会の組織化と国連について多角的な視点から理解し、現代日本をめぐる
国際環境について、様々な考え方を知り、自らの意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

中間考査

試験,「思考」｢知識」 2

12



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

現代日本の諸課題 消費者問題と消費者保護について、国の制度、生活者の立場の双方から理解
し、様々な考え方について知り、自らの意見をまとめる。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2

労使関係と労働者保護について、国、労使双方の立場からその制度の現状と課題を
理解し、様々な考え方を知り、自らの意見をまとめて発表する。

｢関心｣｢思考｣｢知識｣　　　小
レポート･発表･発問への応答

2



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月


